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できるのかというあたりを考えております。   
私は、法律実務の経験はないのですが、大阪の地方労働委員会というところで、委員をし  
たり、現在の職場である名古屋大学で法務室を作って、その仕事を通して、実務の一部を体  





















































－28－   






























れません。   
いずれにせよ、判例を分析することによって、現在、裁判所がどのようなルールを使っている  
かということは、完全ではありませんが、推定することができます。同時に、－そのルールに従っ  
－29－   
て、この事件が処理されたらどうなるかも、推測することができます。法律家の仕事は、こ  
のような推測を前提にして、自分の依頼者のために最善、つまり社会的な妥当性も考えなが  































手にとるように再現できる能力が必要です。   
第四は、事件に筋書きをつける技能です。事件は、そのままでは混沌としています。どう  
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よく使われる「パワーポイント」は高級紙芝居ですが、これも説待の道具としては有望です。   
ルールを実質的に変える、つまり従来の結論を変更するには、専門家をうんと言わせるだ  















の判決ばかりを集めて、編集したもので、彼は、それをcase bookと呼びました（caseとい  





























































きます。   
説得となると、話はもっと複雑になります。説得できるかどうかは、説得される側が何を  
信じているかがわかって初めて可能になります。神がいると固く信じている人とコミュニケ  




























ー35－   
イドは、お手元の資料に入っていません。  
































－36－   






























ご紹介します。私は、法科大学院では“Legalresearch and writing”という1年生対象の  
必修科目を担当しています。受講者数は80名で、2クラスに分けています。教室は、情報処  
理教育用のもので、パソコンが100台設置してあります。出席は義務にしています。という  
－37－   






























と、だんだんと欠陥だらけのものがなくなります。   
活字による要約の他、図や表、画像などを使った課題もやってもらいます。素人の依頼人  
に説明するため、ある判決の内容を数枚のスライドにしてわかりやすく説明しなさいという  
ような課題です。交通事故の現場の見取り図を判決文を読んで書いてもらうこともあります。   
法令の改正を前提にした作業も可能です。たとえば、「現行の条文はこうなのですが、あ  
なたの改訂提案を新旧対照表で示しなさい。新しい条文の方が、世の中をよくするという証  
－38－   
拠も簡単に示しなさい。」というようなものです。改正提案をスライド10枚くらいで用意  



































－39－   
た教育が実現するのではないでしょうか0  
＿40－   













－41－   
法律家に求められる専門技能   
Step】：出発点：事案の説明   
（1）断片的な事実から「事件の全貌」を「再現する」技能  
（未体験の事件を頭の中に再現する能力）   
（Z）依短音や関係者に確かめるべき「必要な事実」をリストアッ   
プできる能力   
（3）事件を一つの筋書きのある諸に去とめる能力   
（4）当暮者の「本当の問題」を推察する能力  
（真実を述べていないという可能性を処理できる能力）  










ChrlStOPllerC Langdellによる帝人  
主教材の変更：教科書から編集された判例集へ  
（CaSebook、のちにcasesandma【enalsに変化）   






（3澗題解決案の提示能力の訓練   









モジュール1：シラバス・システム   
モジュールユ：専門技能実技ビデオ収録システム   
モジュール3：匿名評価システム   
モジュール4：ウェブ上の文章添削システム   
モジュール5：択一式問題lこよる学習理解度確認シ   
ステム  
lヱ  
3．新しいケース・メソッドの理念   
（l）法的知識と技能を実習を通して習得できる環境を用意する  
「実習」概念の拡張：  
知識を使う、事実を分析して文書化する、弁論をする、 説  
明をする、説得をする、安心させる   
（ユ）全員が実習に参加する  
実習の評価をフィード′くックする  
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